
３．現地視察について 

 

１．目的 

平成 15年度流域委員会審議における流域の現状の把握にあたり，

報共有化の一環として，現地の視察を行う。 

 

２．審議 

 

1）現地視察の実施日程 

現地視察の実施日程をご確認願います。なお，事前に実施した日

については，参考-1（巻末に添付）に示す通りです。 

    

【確認事項】 

第 3回流域委員会（現地視察）：平成15年 7月  3 日（木）

  第 4回流域委員会（現地視察）：平成15年 7月 15日（火）

 

2）現地視察の開催時間 

   現地視察の開催時間についてご確認願います。 

    

【確認事項】 

・開催時間13：00～17：00頃 
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3）現地視察候補箇所 

  

ⅰ）現地視察の観点 

 

委員会として円山川大臣管理区間の現地視察はどのような観点から実施

するべきでしょうか（複数回答可）。 

 

① 環境に重点をおいて実施する。・・・・・・・・・・・・・・・ ９名 

② 治水に重点をおいて実施する。・・・・・・・・・・・・・・・ ６名 

③ 利水等の河川利用に重点をおいて実施する。・・・・・・・・・ ３名 

④ 観点を定めず万遍なく実施する。・・・・・・・・・・・・・・１２名 

⑤ その他（具体的に：    ）・・・・・・・・・・・・・・・ ２名 

 

【⑤その他を選んだ委員の意見として】 

 

・ ①～③に書かれた観点、あるいは現地視察地点で挙げられた場所は、

すでにコンサル、管理者に一定の観点があることが伺えます。なぜ、

そのような「観点」がでてくるのか、それについて知っておくことは

決してマイナスではないので、まずその議論をしておきたい。それも

基にワークショップなどを行い、河川を観る視点を定めたらどうか。 

 

・ 歴史的見地から（委員からの資料提供 参照） 
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ⅱ）現地視察地点の定め方 

 

円山川大臣管理区間の視察地点はどのような方法で定めればよいでしょう

か（複数回答可）。 

 

  ①（委員として視察したい地点と他の委員に見て貰いたい地点の両方を含ん

での）各委員の推薦に基づいて。・・・・・・・・・・・・・・・１２名 

②（既往の資料の検討に基づいた）庶務の推薦に基づいて。・・・・１１名 

③河川管理者の推薦に基づいて。・・・・・・・・・・・・・・・・ ９名 

④その他（具体的に：           ）・・・・・・・・・ ２名 

 

【④その他を選んだ委員の意見として】 

 

・ ①～③の場所を提示してもらい，リストにその理由を記し，その中で時間

を勘案して決める。 

 

・ 大臣管理区間以外に、円山川全体を把握する必要から、生野町円山、小田

和地区の２水源（国道から徒歩数分という特殊性をも捉えて） 

 

【委員からの関連意見】 

 

・ ⅰ）の議論（前述ⅰ）のその他意見の一つ目）を経ていれば，②，③で準

備してもらえれば良い。 

 

・ 私自身はまだじっくりと円山川を見学したことがありません。そのため視

察地点について意見する根拠がありません。ただスポット的に見学するよ

りも水がどこからどのような環境の中を旅してゆくのかという「水」の気

持ちになって上流域から河口までたどりたいという気持ちはあります（個

人的に行くつもりですが）。短時間では見学する場所が限られますので，

例えば夏休みなどに宿泊を伴う見学研修を開催する案はいかがでしょう

か。また，その際には日常的に円山川と普通に関わっていらっしゃる住民

の方の生の声もお伺いしたいです。円山川が流域の人の生活や意識の中に

どの程度密着しているのか知りたいです。 

 

・ 時間的に制約があると思います。これまで見たことのない場所，個人では

現地で説明を聞くことができない場所。 

（庶務よりの注記：具体的には，六方川排水機場，八代排水機場等か。） 
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ⅲ）委員として視察したい地点や他の委員に見て貰いたい地点について 

 

表-1 委員の推薦に基づいて 

地 点 理 由 等 人数 備 考 

野上
のじょう

の湿地場周辺 ・円山川の自然植生に近い   2 人

豊岡市内の廃川 
・円山川の昔の姿が見られる箇所。豊岡市の年配の人にとっては円山

川の原風景となっているのではと思われます。 
1人  

生野町円山、小田和地区の２水源    ・大臣管理区間以外に、円山川全体を把握する必要から。 1人

土渕
ひじふち

より上流 ・川の瀬と風景が変わったこと。   1 人

山東町、八鹿町のダム建設予定地    1 人

源流域の森林荒廃のひどい所。逆に森林再生事業が

スタートしている所 
 1 人  

ひのそ島    ・治水と自然保護の両立という観点 3人 庶務案4

下鶴井のヨシ原 
・円山川の豊かな自然を象徴している 

・円山川の自然植生に近い 
3人  庶務案6

上ノ郷の河畔林   ・景観が年々悪くなっていることを訴えたい 3人 庶務案19

新田井堰 
・六方たんぼと円山川のつながり 

・下流休耕田等の生物のすばらしさを訴えたい 
2人  庶務案24

左岸側無堤防地区 
・地域に住むものとして現況を見ていただきたい。円山川流域の中で

整備が遅れている場所だと思います。 
1人  庶務案3

軟弱地盤    1 人 庶務案９

六方川内水対策    ・治水対策の現場（私が居住している地域と密接に関係している。） 1人 庶務案12

コウノトリ    ・コウノトリの郷公園 1人 庶務案13

円山川防災ステーション    1 人 庶務案17

蓼川井堰    ・川の連続性の回復を訴えたい。 1人 庶務案18

赤崎（浅倉・赤崎地区）   ・赤崎橋下等の丸石河原の重要性を訴えたい。 1人 庶務案22

その他の意見として 

・自然の流れ，自然のしくみを阻止し，改変することが優れた事業と思っている20世紀型の人々が未だに居ること。自然の改変が次の代に多様な害を生じさせている事例を

みる必要があろう。 
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ⅳ）既往資料の検討に基づいた庶務の推薦視察箇所の紹介 

 

ⅴ）庶務案の中で要望の高い視察箇所 

 

表-2 庶務案の中で要望の高い視察箇所 

地点 地点名（名称） 地点 地点名（名称） 

３ 左岸側無堤地区 １８ 蓼川井堰 

４ ひのそ島 １９ 上ノ郷の河畔林 

６ 下鶴井のヨシ原 ２２ 浅倉・赤崎地区 

９ 軟弱地盤 ２４ 新田井堰 

１２ 六方川内水対策  

 

ⅵ）庶務案の中の箇所で視察したい理由など 

 

表-3 庶務案の中の箇所で視察したい理由など 

地点 地点名（名称） 理 由 

３ 左岸側無堤地区 
・左岸側無堤地区を希望（実際には、豊岡市奈佐小橋か

ら城崎町城崎大橋の間と考えられる）。 

４ ひのそ島 
・ひのそ島の掘削が完了しても洪水の対策として十分と

は考えられない。 

９ 軟弱地盤 ・左岸一帯の軟弱地には、護岸整備が必要と思われる。

１２ 六方川内水対策 

１６ 
八代水門・ 

八代排水機場 

・大改修時に六方川，八代川の河口を付け替えた部分。

付け替えと水門の因果関係を説明して頂きたい。 

その他の意見として 

・朝来町の川は，いかに早く水を流すとか考えられない整備がされており，高齢

者がいっきに和田山まで洪水の時に流される悲しいことがあった。下流の水量

はいっきに増すと想像しています。水をためるような川の構造になっているよ

うな場所を視察してみたい。 

・視察候補箇所を見ていると、すべて見たくなります。時間，バス等の駐停車を

考慮して，庶務で推薦頂いて良いと考えます。 

・14の円山大橋は上流域の視察行程に含めたほうが良くないでしょうか。 
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【審議】 

 

・ アンケート結果による現地視察の観点を基に現地視察箇所の選定につい

て審議願います。 

 

4）現地視察ルートの定め方 

委員会にて選定された視察箇所をもとに，ルート案の最終決定の判断は，

以下の通りとすることを庶務より提案しますが、審議願います。 

 

【審議】 

・ 本日、決定された地点について、庶務がルート案を作成し，委員全員に回

覧し意見を求めた上で委員長が判断する。 

 

 ５）現地視察箇所の際の説明者について 

 

６）一般傍聴者の参加について 

円山川流域委員会における一般傍聴者の受付は，原則として事前申し込み

を行わず，当日受け付け先着順としているが，現地視察においては，バス（大

型バス１台を予定。）の移動手段の手配があるため，現地視察に限り事前申し

込みによる受付を行うことを庶務より提案致します。この一般傍聴者の事前

申し込みについて審議願います。また，事前申し込みが了承された場合，そ

の申し込み方法等について審議願います。 

 

【審議】 

・ 一般傍聴者の事前申し込みについて 

・ 一般傍聴者の事前申し込みの対応方針 

① 申し込み手段（e-mail，FAX，電話） 

② 参加定員の設定 

③ 参加者の選考方法（抽選，先着順など） 
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７）委員会不成立時の規約の適用 

 円山川流域委員会規約（以下「規約」とする。）第5条第3項によれば，

「委員会は，委員総数の過半数の出席をもって成立する。なお，委員の代理

出席は認めない。」としている。現地視察である第3回および第4回流域委

員会において，この条件を満足しない場合は，当日，現地視察会と名称変更

し，執り行うことを庶務より提案しますが，この取り扱いについて審議願い

ます。 

   

【審議】 

・ 委員会不成立時の現地視察会への名称変更について 

 

８）現地視察会となった場合の情報公開について 

円山川流域委員会では，委員会及び委員会審議に関する情報は原則として

公開としている。第3回及び第4回流域委員会が現地視察会となった場合に

おいても，開催状況，議事録等の情報については，ホームページ，ニュース

レター等を使用して，公開することについて審議願います。 

    

【審議】 

・ 現地視察会となった場合の情報公開について 
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委員からの資料提供 その１ 
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委員からの資料提供 その２ 

   

 

 9



参考－1　第３回・第４回円山川流域委員会日程調整表（委員の出席可能予定人数）

15人 15人 14人

11人 14人 15人 13人 16人 15人 14人

12人 16人 18人 15人

20人 15人 12人

10人 15人 19人 16人 14人 15人 12人

11人 14人 18人 17人

7月
日 月 火 水 木 金 土

29 30 1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

3127 28 29 30

【予定時期】
　　　：第３回委員会
　　　：第４回委員会


	ﬁú™ö™²’®†i‡Q›ñ†`‡S›ñ‹Ï‹õ›ï†j.pdf
	集計2 (2)


